
クリモトでは長年、中空床版橋の円筒型枠を製造・販売してまいりました。

更新期を迎えた中空床版橋では、上面床版の劣化が著しい状態にあります。

上床版の打ち換え補修工事において上面コンクリートを除去した際、円筒型枠が

著しく損傷した状態にある事例が多く報告されております。

しかし、これまで破損した円筒型枠を簡易的に補修できる工法が確立されており

ませんでした。

そこでこの度、クリモトから新たな円筒型枠の補修工法をご提案いたします。

・床版内の中空部を再形成できます。
・薄い樹脂シートで形成されており、軽く、手軽に持ち運べます。
・鉄筋をばらす手間なく、残したまま設置できます。
・鉄筋ピッチが狭い場合でも設置可能です。
・埋設された鋼製円筒型枠口径、補修延長に対応できます。
・簡単な機材(コンプレッサー等）だけで施工できます。

・ 製作口径 φ４００～φ１３００　
※範囲外の口径についてはお問い合わせ下さい。

・ 製品長さ 定尺　１５００ｍｍ（一本あたり）
※開口部長さ１ｍ以上の場合はお問い合わせ下さい。

※予告なく仕様を変更する場合があります

円筒型枠補修用エアー式型枠

エアーチューブ工法

　特　長

　エアーチューブについて
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特許出願中



　施工手順

　現場設置イメージ

【施工例①】 【施工例②】

　　※35kPa以上は注入しないで下さい。破損する恐れがあります。
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　　※鉄筋の隙間から挿入し、設置可能です。
　　※挿入に必要なスペースを確保して下さい。

　　※エアー注入時は30kPa～35kPaを基準空気圧とし、CON打設前に下回る場合は再注入して下さい。

1.事前準備 2.エアーチューブ挿入 3.エアー注入

4.設置完了

開口部のバリ等除去及び内部清掃 エアーチューブを鉄筋隙間より挿入 コンプレッサーでエアーを注入

空気圧と張り具合を確認して完了



●エアーチューブの性能確認試験

　　・エアー注入後７２時間経過しても著しい内圧の低下はありませんでした。
　　・コンクリート打設圧を想定した荷重を７２時間かけてもエアーチューブの
 　　著しい変位はありませんでした。

２．屋外環境での荷重載荷時の試験状況

1.荷重載荷時の試験状況

３．コンクリート打設試験状況

　性能試験

エアーチューブに要求される内圧性能について、試験にて確認しました。

試験結果
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